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資料室

最近の新規交換の激増は所内芥の要望と私たちの自物｢脇tr査ge･urMeereskmde｣Hef重24～2δ(1969)

主的た取り組みによってもたらされた欠きた1つの成果が到着しました｡30c皿×21c雌192pという大冊です

と考走てい塞すがいかがでしょう.(第2図).はじめて入手できた東ドイツの海洋研究の

この新規交換に加わった文献をまたお知らせします.内容はその規模と質の点でわが国の現状をのりこえ世

まず1月2!目にTheRoya1unive工sityofMaltaから界のレベノレに十分に達していることを教えてくれました.

rJouma1of走heFa㎝1tyo童A施｣附いVno.2(1970)第1表カミこのHeft24～25(副題M1eeresgrmd-md

と｢Jouma1ofMa1teseStudies｣no.5(1968)が初入K七stenforschmgi皿Be工eichderOsトmdNordsee:III

有しました('第1図).いずれも主として英文部分的SedimentundBenthos)の目次です､とくにデｰタの

にイタリア語とフランス語で著わされています.処理の巧みさには教えられることが多いでしょう(独文).

前者には詩や随筆文芸評論がおもに掲載されマノレ

タの民情や歴史を知る上で役に立つでしょう.後者は同.じく2月3酬こ鐵讐Geo互09亘｡該豆S雌肥yぷ至工elan(1

この号でみる限り前者と掲載内容に大差たく言語学･のBunet三澄No｡王(1970)か新発行シ!トスとして送ら

民俗学関係の論文が目につくといった雑誌です.れてきました(第2図).24.5c狐x王8.δc狐の変形版の

次いで2月3目には東ドイツの海洋学研究所の出版雑誌(英文)でオフセット印刷の読みやすいポイント

が用いられ図も美麗です｡第2表がこの賢次ですが

第1表rB･it･刮g･…M･･…kmd･｣H･1f24～25(1969)の貝次その巻頭論文(P･亙･瓦G蜘臓蝸出KW･
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5日後の2月8日にはNewcast1e大学かボ拙§舳｡ts

forthe丘rst,second,thirdandfou村島§y滋注祭⑩警呈蜜⑩孤

“AdvancesinthestudyoftheSyde町も鵡童淡㌻(蝸鑓)

と｢Pmg閉㎜meandabstractsforthe搬出野蛾脚蓬池搬

｡n“AdvancesinthestudyoftheS泌鵬yも鑓至ゴ｣

(1970)が到着しました(第3図).2王､Sc獺x夏遥､O雌

74p･と28p･の小冊子(莱文)です･し危かって各

シンポジウムでの発表と討論の内容について意かつくさ

れているものではありませんカミ講が何をテｰマにして

報告したかということはわかります.それによると

発表の対象地域はシドニｰ盆地に限られてい室すか研

究分野はきわめて多岐にわたっていてオｰストラリア

の衆智を集めたシンポジウムという感じ茄します.(こ

の地域の地質図Sy由eyBasin(1:500,000Geolo露至｡a1

説鵠童(餐昨C至登王))がニュｰサウスウエノレズの地質調査

所から1969年に発行されている)

上記ギ鮎s触｡～と共に同じくオｰストラリアから

汀員ec砿6s磁重heG置♂ogica王Sur∀eyofNewSouth

W註至鵠｣の第五工巻脾ゼとpar重2(エ969)ポ新たたシ

リｰズとして到着し塞した,これは2遂鋤篶8.δc㎜の

左アイノけン1地質調査弼圭臓物

雑誌でp雌1と2が通しべ一ジ数表示となっており

併童て且号の扱いとしてあ簑豪す(第遂図)､内容(英

文)1焔本の地質調査所月報を想起さ音(第3表)part

夏と属2とはこれといった特別な区分も認められません.

印刷の都合に左右されたのかも知れ凄ぜん,航空写真

を費的意識的虹撮影1利用した研究は鮒搬的｡最the

疑量&蜘壷如敬葦晦徽艶磁珊籔玉的新しい園示法を

馬いたギ獲這重量鰍豆狡雛y禦盈至災災⑰至｡塁虻籔王談籔δy壷笈磁婁至双慧

鋤董雌漉量滋･c鉱施至餐墨§竃搬N鍬§触砥珊出sJ磁

気異常から火1五惟角礫岩筒などを発冠した経験のまとめ

｢M象墨鴬説｡独鋭e貫§級夏響琶yo董§鐵搬轡も至滋e磁畿壷遂琶災⑩§至童§

intheSyd鵬yBasin｣肢と興味ある論文か掲載されてい

ます｡月が変わって3則蝸資料室からの交換申入

れに応えてばるばるとカイ纂大学のザ翫狼抵磁細

Fa㎝ltyofSc至㎝ce｣No.遂2(1969)(第3図)が屈さ豪し

た.24c皿x工7c㎜353弘の部厚い雑誌ですべて英

文で書かれアラビア語の抄録カ麦の昔られています.No.

遁2では内容が植物学ぺ動物学1地質学に3大別されそ

れぞれ8編･11編曲遂篇の論文が掲載されていますが

地質学関係の論文は次の通りです｡

T､疵珊M,ABB砒弍A服:Geo1ogic鼠夏§釦dieson童he

第2談
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内容的紀葉通しているのは記載中心ということです.

各論文末ぽ掲げられた文献は大いに利用できるものと思

われます.同じく亙2目にはD1ユbIinInst1鮒eforAd･

vanced跳d三esからその出版物のシリｰズDであるGe･

ophys1calBu11etinが初めて到着しました.これは28
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褒妻遂鰯素}､黒ト多シア熱｡嚢.澱､G.s,の焚蘭讐⑪fδ§

c㎜×22卿卓論文発表誌と思われます､今回到着した

のは第28号(蝿7⑪)で見更ぬ鶯DI醐以駆の7A狼鋤乱

ySiSO麦出量エy皿agne此蝿･鮎⑪ポパr由n山(英文)だけ

で占められた7ぺ一ジの薄いものですが丑6吻所の測定

ステｰションの同時観測によるデｰタは参考にたるでし

ょう.規則的なその変化がよくわか抄そす｡

次いで15目に待望の丁榊級弧昼Hentrederecherches

eば紬des㏄紬概理hiq醐(第10巻1･2･3合併

号螂0)が在バシの海洋調査研究センタｰから届きま

した.27c跳災班鵬の変形大版の雑誌で平凡だがら美

しさを秘めたンイァウトかなされています.

この合併号にはRL蜘鵬鵬の暇細飲搬⑪至)deS

s6dime施s唖工epi搬拠｡嚇1舶施h総畿旋de

Gascogne｣(p.7～u4)とG.澄⑪咽腋らのヂ亘理工脱磁亘⑪n

d,u独童Ond至na工i汲㌶亙eC血eτCkeζ五㌔腿C筑も王e三鰍皿er慧る義

1,aidea,uneca工nξr後始gさredetる1るYis三〇n｣(P.1工7～互27)

の2論文カミ掲載され前者はガスコｰニュ湾の水文1地

形･底質･鉱物資源の徹底的な調査研究の成果をとりま

とめたものであって関係分野の研究者が範とするに足

る内容ではないかと､電､われます｡さらに論文末尾の

文献リストは328の文献が挙げてありこれだけでも役

に立つでしょう.後者はラ･ロッシェル西方50マイノレ

の海域で行放った海中テレビジョンのテストとその結果

を検討した報告です.軽便た装置カミ眼目のテレビです

が映像はまだ鮮明とは言えません.その翌日これ

も海洋関係の文献ですがインドのNationa1Institute

ofOceanog鵬phyから新規交換としてrIntematina1

IndianOcaenExpedition｣のrNewslette勺第4巻4

号(1967)が届きました.これはSpecialmmberで

｢印度洋シンポジウムｰ1967年3月2～遂冒ニュ

ｰデリｰの論文抄録集と改っています25cmx

王9c皿の版で52p.五論文が大体1/3～1/2ぺ一ジ程度に

抄録されています(総計113論文)｡�




